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1 漁海況予報事業

内山 勇

(目的)

沿岸定線観測とスルメイカ漁場一斉調査そ行ない、日本海及び富山湾の海況と重要資源との関

連を研究するとともに、漁t兄・海況情報を正儀かっ迅速に公表する乙とにより、漁業経営の安定

に資する。また 、日本海における漁況 ・海況情報事業に対して情報を提供する。

(方法)

水産庁の定める「漁況海況予報事業実施指針」及び「昭和55年度日本海における漁海況情報事

業実施要領J (漁業情報サービスセンター)によって実施した。

(実施状況)

(1) 沿岸定線海洋観測調査

調査年月日

55. 5. 7 - 5. 9 

55. 6. 7 - 6. 10 

55. 9. 6 - 9. 1 0 

55. 6. 2 - 6. 6 

55. 9. 1 - 9. 6 

調査員

内山 勇

" 

" 

観測項目 使用 船舶

海 ・卵 {学 ¥L 山 1L 

" " 

" " 

(海，海洋観測 、 卵浮;浮魚類.JíI~稚仔調査)

観測項目| 使用船舶

海・釣|立山丸

海・稚ス・釣

備 考

26点

" 

" 

備考

(椎ス，スルメイカ椎仔調査、釣;スルメイカ釣獲調査)

(調査結果)

調査結巣は日本海軍水産研究所へ報告した他、月IJ記刊行物IC発表した。また、海洋観測調査結

栄の水温値の概要は、別表のとおりである。

(調査結果登載印制物)

昭和55年度海洋観測結果 (55年度富山県水産試験場業結集)

昭和55年度日本海ブロ yク漁海況述絡会議資料 ( 

昭和55年度日本海北部プロ yク漁海況述絡会議資料 ( 

昭和55年度スルメイカ長期予報会議資料
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別表

昭和55年度富山湾内17定点層別平均水温及び平年JKiJ昆差

(表面)

令~ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

55 年 欠 12.10 19.19 欠 24.15 23.60 21.68 18.24 欠 欠 10.41 9.37 

平年 10.16 13.34 18.01 22.00 27.07 26.05 22.42 18.94 15.59 12.50 10.37 9.55 

差 -1.24 +1.18 -2.92 -2.45 一0.74 -0.7 +0.04 -0.18 

(50皿層)

必ミ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

55 年 欠 10.84 15.01 欠 18.60 21.32 20.60 18.67 欠 欠 10.95 9.59 

平年 9.80 10.87 14.04 17.21 20.36 22.46 21.12 19.35 16.41 13.49 10.92 10.00 

差 -0.03 +0.97 -1.76 -1.14 -0.52 -0.68 +0.03 -0.41 
L 一 一

(100m}凶)

令~ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

55 年 欠 10.01 12.11 欠 13.73 16.17 16.33 17.94 欠 欠 10.81 9.59 

半年 9.66 10.10 11.42 13.47 14.65 15.63 14.89 16.37 15.80 13.38 10.81 9.92 

差 -0.09 +0.69 -0.92 +0.54 + 1.44 + 1.57 01-0.33 

(200m}薗)

必~ 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

55年 欠 8.07 9.14 欠 4.59 6.69 5.99 9.32 欠 欠 8.27 6.75 

平年 7.33 7.42 7.61 7.64 6.11 5.39 4.70 5.14 6.04 6.92 6.57 7.05 

差 一0.65+1.53 -1.52 +1.30 + 1.29 +4.18 + 1. 70 一0.30

円，

b
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昭和55年度漁海況予報事業定線定点図
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2 沿岸漁況観測事業

内 山 勇

(目的)

1. 県内各地の漁況を収集し、また沿岸定線観測及び沿岸細密観測を行ない、 「漁況旬報」及び

「富山湾漁i海況概報」として発表し、関係各機関及び関係業者に漁海況情報を提供する。

2. 電子計算機を用い、漁海況情報の整理・蓄積を行ない、併せて解析手法等の研究を行なう。

(方法〕

1. 漁況収集及び情報提供

県内の主要漁業根拠地(氷見 ・新湊 ・四方 ・岩瀬 ・水橋-滑川 ・魚津・経団・黒部) I乙調査

員を配置し(別表)、各地の漁業種類別・魚種別の漁獲量を毎日電話で聞き取り、旬一回の 「

漁況旬報」、不定時の 「富山湾漁海況概報Jとして関係各機関に配布する。

2 沿岸観測及び沿岸細密観測

沿岸定線(ニー 7線)及び乙の定線よりもさらに細かく設けられた沿岸細密定線の海洋観測

を行な う。

3 電算機利用

本庁の大型コンピュ ーターを用い、漁海況情報の処理累積を行なう。

別 表

漁況報告依頼機関及び調査員

機 関

氷見販売漁業協同組合連合会

新湊漁業協同組合

四方漁業協同組合

岩瀬漁業協同組合

水橋 町 漁業協同組合

滑川漁業協同組合

魚津漁業協同組合

経団漁業協同組合

黒部漁業協同組合

調査員

浜本秀善

野 村 善雄

広瀬昭男

米谷重義

寺松光雄

石倉せっ

島崎博

後藤義昭

田中 満
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(実施状況)

l 漁況収集及び情報提供

前記の主要漁業根拠地から毎日電話で漁業種類別・魚種別の漁獲量を聞き取った。

そして、各旬一回「漁況旬報」を発行し、また不定時lζ 「富山湾漁海況概報」を発行し、関係

各機関lζ配布した。なお発行状況及び配布先は下記のとおり。

発行状況

漁況旬報…・・……・-…昭和55年4月上旬から56年3月下旬までの36回。

富山湾漁i海況概報一…昭和55年7月、 8月、 10月、 11月、 12月、 56年3月の 6回

配付先

(1) 市町村関係 (8ケ所)

(2) 県 (5ケ所)

(3) 漁業団体 (5ケ所)

(4) 漁業協同組合 (23ケ所)

(5) 生産組合等 (22ケ所)

(6) 関係水試 -水研・大学-情報センター・統計事務所(12ケ所)

(7) 報道関係cl1ケ所)

合計 86ケ所

2 沿岸鋭側及び沿岸細密観測

(1) 沿岸観測

調査年 月 日 調査員 観測項目 使用船舶 備考

55. 8 4 ~ 8. 6 内山 勇 j水温塩分 立 山 丸 26点

56. 2 2 ~ 2 5 " " " 18点

56 3 2 ~ 3. 3 " " 
.， 26点

( 2 ) 沿岸細密観測

調査年月日

55. 7. 8 7. 9 

調査員

内山 勇

自
-
丸

ゐ
掛
川
-

醐
一
山

使
一

L

L
t
一立

3

一温

円
口
一

、ヅ
t

項
一
側
一
観

一
IK
守，
/

3. 電算機利用

(1) 毎旬の漁況情報及び毎月の海況情報の処理 累積を行な った。

(2) 生物削定データ について、処理を行な った。

(調査結果登載印刷物)

魚、 況旬報 (昭和55年度)

富山湾漁海況概報(昭和55年度)

(昭和55年度富山県水産試験場業績集)
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(目

Ｉ

３　沖合漁場開発調査

日本海ます流し網漁業調査

松　坂　常　弘

　　的）

ロ本命で生育するます類の資源動向を明らかにするため、関係機関が、共同で実正するロ本命マ

ス漁場一斉調査に参加し、資源調査並びに県内関係漁船への漁業情報を公表する。

（実施状況）

　出　調査剔拐　

t2）調査船　

Ｇ）調査海域　

㈲　調査内容

昭和55年４月７日～同４月15日

立山丸（156.38トン）

日本海マス漁場一斉調査分担区」或のＢ線

水蜜庁の定める「口本海ます調査要朝」による

(調査結果の概要)

　　漁陽一斉訓告期間中、のべ６回の操業で、有効反故は１囲123～128反で、合計漁循ほににサク　

ラマス133尾、カラフトマス９尾、マイワシ1090尾で、その他サバ、フクラギ、ソイ、ボラの混痩　

があった。

　　なお、調査結果は日本海区水産研究所において、日本命全体として総括報告されている。

（調査結果登載印刷物）

　　昭和55年度日本海ます調査記録（水産庁日本海区水産研究所編）

Ｈ　日本海スルメイカ漁場調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松　坂　常　弘

(目　　的)

　　日本海におけるスルメイカの回遊経路や漁場形成について調査し、本県の漁船漁業の中心である　

スルメイカ釣り漁船関係者に他機関からの情報収集と調査結果をあわせて、それらを公表し、その　

効率的な操業に資する。

６



1400 

38
0 

360 

(実施状況)

(1) 調査均l間 昭和55年4月21日-26日、 5月12日-17日

(2) 謝査船 立山丸(156.38トン)

(3) 調査海域 日本海におけるス Jレメイカ漁場の初漁WJ漁場(別図)

(4) 謝査内容 水産庁の定める「地方官庁船による日本海のスルメイカ資源調査要領」による

(調査結果の概要)

第l次航海は漁期前調査として、隠岐諸島周辺海域で海洋観測を22点、釣獲試験をのべ5回実施

し、富山県船団の漁場として、隠岐諸島北}j域200m等深線付近が有望と公表した。また、第2次

航海はfJJ漁用調査として、猿山岬北西及び西方沖合海域でi海洋観酬を10点、釣獲試験をのべ4回実

施し、初漁期の漁況について他機関情報も収集し、今期の漁期は l旬-2句程度遅れている ζ とと、

海況では例年より水源の上昇が遅い ζ とlとついて公表した。

(調査結果登載印刷物)

日本海スノレメイカ漁場調子主(昭和55年度富山県水産試験場業績集)

-・海洋観測点

A ④………操業点及び観測点

別図一日本海スノレメイカ漁場調査海域

一 7-



E 富山湾中層資源生態調査

今村 明・湯口誕生夫

(目的)

富山湾における中層資源について、中j凶曳網(開口板使用) ，cより採集を行ない、今後の基礎自

料とする。なお、今年度は対象資源としてホタlレイ カKついて行なった。

(実施状況)

(1) 調査期間

(2) 調査船

(3) 調査海域

(4) 調査内容

(調査結果の概要)

昭和55年12月16日-18日、昭和56年 1月20日-23目

立山丸(156.38トン)

富山湾

幼体JtJ及び成体未熟期のホタルイカ個体の採集を 目的とする。

第 l回呂の調査は、3日間、のべ曳網回数8回で12尾、第 2回目は、4日間、のべ曳網回数 9回

で23尾のホタJレイ カ個体を採集したにすぎなかった。したがって、ホ タルイカの形状、寝息場等に

ふれるにいたらなかった。 ζ れは、富山湾は水平的lζも垂直的lともいろいろな漁業(刺網、かど縄

等)がi高密度K利用されているうえlζ、海底地形は起伏，c富んでいると乙ろから、大型 卜ロ ール形

式の採集方法では充分な調査が不司能であった。

(調査結果登載印制物)

昭和55年度指定調査研究報告書 ( 3月)
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ヰ ホタルイカ生態調査

湯口　能生夫

(目　　的)

　富山雨におけるホタルイカの生態、生活史を明らかにするとともに、産卵接岸群の来遊機構を究

明し、他海域において来遊条件の活用により、未利用資源の利用を図るうとするものである。

　なお、当調査は指定詰査研究事業で昭和b4年～56年の３ケ年計[面で実施しているものである。

(実　施　状　況)

山　調査期間　　中層曳網による採集調査　昭和55年８月～56年１月

　　　　　　　　　個体測定調査　　　　　　　昭和55年･４月～56年３月

(2)調査船　　立出丸　∩56１８トン)

瀋　詰責海域　　立山湾

圃　調査内容　　幼体期、成体末熱闘のホタルイカ個体の採集を目的として、開口板を使用した　　　　　　　　

中喘曳網操業試験と富山湾におけるいろいろな漁業で混獲されるホタルイカ個　　　　　　　　

体の多項目測定を実雍した。

(調査結果の概要)

　８月から１月までの６ケ月間、毎月１回のべ23日間、のべ曳,網回数66囲で合計63尾のホタルイカ

個体を採集したにすぎなかった。　しかし、水深が３００～４００の海域で、全体の採集散がわずかで

あるが、離底曳による採集個体が多くあったことから、ホタルイカ分布にかかる今後の調査目標水

深をその付近に中心をおくべきことを示唆しているように思われた。また、個体多項目測定では、

富山湾内に出現するホタルイカには発生を異にするいくつかの群、現状では春闘と秋期に発生する

と考えられる２群が確認された。

（調査結果登載印刷物）

　昭和55年度指定調査研究報告書　（56年５月）

一一Ｉ謳

９
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5 200カイリ水域内漁業資源調査委託事業

油谷三郎

I 沿岸重要漁業資源委託調査

(目的)

回遊性沿岸重要魚種(アジ、サノペイワシ類、ブリ類)の質と量の変化をとらえて分析し、乙

れら資源、の動向を察知し、漁業の管理方策をたてることを目的とする。

(方法)

昭和55年度日本海区沿岸重要漁業資源委託調査要綱(日水研)によって実施した。

(実施状況)

魚種名 回 数 測定総尾数 備 考

イ ワ シ 類 48回 4，620尾 漁獲の中心 小羽~中羽

ア シ 25 2，372 " スーノ-::-イ、アジ

サ ノミ 7 690 " ギリサノイ

フ 10 382 " 当才魚

計 90 8，064 

(調査結果の概要〕

調査結果は調査要綱の様式K従いすべて日本海区水産研究所に報告した。また、湾内の重要魚

種の資源、水準動向は次項Eの結果lζ示すとおりである。

II 200カイリ水域内漁業資源調査

(目的)

我が国200カイリ漁業水域の設定iζ伴ない、当該水域内における漁業資源を科学的板拠K基づ

いて、漁獲許容(可能)量などの惟計に必要な関係資料を整備する。

(方法)

昭和55年度200カイリ水域内漁業資源調査委託事業実施要綱(日水研)により は)生物測定調

査 (2)標本船操業実態調査 (3)漁獲成績調査の 3項目について実施した。

ハU



(実施測定調査)

(1) 生物測定調査

魚種 名 測定回数 測定総尾数 備 考

てr サ パ i 7凶! 540 尾
トー ー一
てr ア 〉ノ 25 2，372 

イ ワ シ. 24 2.380 て7

カタクチイワシ 17 1. 700 

ウノレメイワシ 7 540 

フ 10 382 当才魚のみ
ト←一一一一一一一一
スノレメイカ 35 1，704 沖合・沿岸漁場別

ベ ニ ズワイ 50 かどなわ漁獲物

計 126 9.668 

(2) 標本船操業実態調査

漁業種類 !統数又は隻数 期 間 備 考
ト一一一一

定置漁業 lブリ 2ケ統 9 -3月 氷見漁民合同組合及び高峯定置網組合

イワシ定置漁業 lケ統 I 4 -8月 氷比漁民合同組合
ト一一一

その他の敷網漁業 lケ統 9 -3月 八そう張網実行組合有機組

スノレメ イカ一本釣漁業 2 隻 5 -2月 幸福丸 09トン) 38千代丸 (9トン)

(3) 漁獲成績報告書(水産漁港課lζ提出)

漁業種類 統数又は隻数 報 告 期 関 備 考

そ の他の敷網漁業| 5統 毎月 l回 12 "月 八そう張網

カ三 釣 漁 業 63隻 年 l 回 12ヶ月

沖合 J長びき網漁業 10隻 毎月l回 10ヶ月

小型機船 底びき網漁業 16隻 毎月l回 10ヶ月

べlζずわいかにかど漁業 56隻 毎月 l回 8ケ月

(調査結果の概要)

調査結果については調査要綱の様式に従いすべて日本海区水産研究所に報告した。また、 200

カイ リ水域内漁業資源調査委託事業、漁況海況予報事業、沿岸漁況観測事業及び仲合漁場開発調

査等を総合判断して富山湾における重要魚種の昭和55年度資源水準の動向は次表のとおりである。

4
E
A
 
--



W

昭和55年度における資源水準の評価（雷山湾）

魚　種　名 ��漁獲量 �10半開の平均漁獲量�資　源　水　草　の　評　価 �担当者

イ

ワ

シ �マイワシ �10,062 �4,296 �高水準（日本海における動向と同じ） �油谷・内山

�ｶﾀｸﾁｲﾜｼ �549 �3,198 �低水準（資源極小期） �油谷・内山

�ウルメイワシ�288 �198 �低水準（変動は小さい） �油谷・内山

マ　　ア　　ジ ��931 �1,536 �低水準（ただし、局地群発生目立つ） �油谷・内山

マ　　サ　　バ ��!,590 �1,521 �低水準（日本海は高水準） �油谷・内山

ブ　　　　　　リ ��2,597 �3,730 �当才魚；中水準　１才以上；低水準 �内山･今村

カ　　マ　　ス ��184 �1,001 �漁獲量は最低水草 �内山・今村

クロマグロ ��33 �333 �漁獲量は卓越年板前により変動　　　　　　(近年52年発生群が卓越)�松　　　坂

スケソウダラ ��1,250 �752 �漁獲量は平均以上の水準
�-

スルメイ力 ��　　7,833(沖合を含む)�　　5,231（　　/y　　　）�秋生れ群　低水準（湾内漁獲量少）冬生れ群　低水準（回復傾向）夏生れ群　低水準�松坂・内出湯口・油谷

ホタルイ力 ��1,410 �1,954 �漁獲量は平年以下 �湯口・内山

ベニズワイ ��1,t33 �1,244 �漁場は湾内はほとんどなし
�一

(漁獲量は年計)

（調査結果登載印刷物）

　　「昭和55年度200カイリ水域内漁業資源調査結果」　（日本海区水産研究所編）
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6 さけ・ます増殖調査

一一ーさけ・ます資源増大対策調量一一一

角祐ニ・佐藤学・木名瀬元夫

(主旨)

さけ・ます資源を増大させるために、沿岸滞泳期における椎魚の生育生態から、曲帰親魚の沿

岸&び河川での生態、採卵から放流までの飼育稚魚の環境、管理について調査を実施する。

(方法)

さけ ・ます資源増大対策調査要綱及び湖河性さけ ・ますの大量培養技術の開発に関する総合研

究昭和55年度要綱に準じて調査を実施する。

1.稚魚調室

(1) 混獲防止対策調査

(2) 河川内稚魚観測調査

(3) 増勉潔境調資

2 続魚調査

(1) 回帰回遊調査

(2) 年令組成等調査

3 未利用河川調査

(1) 何川内縫魚観測調査

(結果のぬ要)

l. 沿岸域稚魚調査

山水温

沖合移動完了時と考えられる沿岸水温150C'ζ達したのは、例年並みの 5月中旬であった。

(21 プランクトン

餌料となる動物プランク卜ンの消長は、 6月上旬P::高値を示した。

(3) 分布・移動

湾内の沿岸域lζ広く拡散しており、特にかたよりはみられなかった。

仲合移動時のピークは、例年どおり 4月中一下旬で、 5月中旬には、大半が離岸完了した

ものと思われる。

(4) 食性

例年どおり、焼脚類、オキアミ目、校角目、端脚目及び、陸性昆虫類であった。

-13-



(5) 混獲状況

河川放流された稚魚が沿岸域の定置で混獲される割合は、約0.3%展度と推定された。

2. 河川内稚魚調査

(1) 既利用河川(角)11) 

放流後9日以内という短期聞に降海しており 、本川の水質悪化、高水温及び河川改修によ

る生息場の減少がみられた。

(2) 未利用河川(皐月川、常願寺川)

両河川とも、 4月中旬に放流され、河川内の滞留期聞が約 1ヶ月間で、降海時5月中旬ど

ろと思われる。

しかし、富山湾の沿岸水温15
0

C到達時期(沖合移動完f)が、 5月上~中旬から考えると、

4月中旬の旅流が再生産にうまく結びっくか疑問観され、放流時期lζ検討の必要がある 。

3. 増殖原境調査

(1) 各ふ化場の水質環境

、、，，，H
 
PA 
，，‘、 6.6 -7.6の範囲にあり、ほぼ良好

(管理要領 6.5-7.5) 

取水口では、 9.5-11.6 P P悦で(管理要領7PPm.以上)を満足してい(D.D) 

いる。

排水口では、 5.4-6.5 P P m.まで半減しているふ化場(早月川及ぶ黒部川

ふ化場)がみられ、水量の増量が必要である。

(NH3-N) N，D-0.3PPm.で(管理要領0.3P pm.以下)をほぼ満足していたが、早

月川及び黒部川ふ化場では、 0.3P P mで飼育水のアンモニア量はぎりぎり

であ った。

. (総鉄 tr-1.1PPm.で(管理要領0.3P P悦以下)を上回るものは、庄川と神

通)11ふ化湯の用水、及び製部}IIふ化場の取水口で0.3P P7九を大巾に越える値

がみられた 。

しかし、飼育水としては、用水と河川水を混合して使用しているため、0.3

PP汎以下に下っていた。

4 親魚調査

魚津市経団地先で 61尾の標識放流を行い、 37尾が再捕された。(再捕率 6l5iぢ)

その内訳は、県内がほとんどで 34尾昌り 3尾が県外であった。(新潟県の糸魚川、能川、阿賀

野川付近)

一般にサケの回帰は、北から南下してくるが、本年度は逆iζ、北上(約200K.m)するケース

がみられた。

他県からの放流魚については、日本海(沖合)の佐渡で放流されたものが富山県に、又、青

森県の太平洋側で放流されたものが、津軽海峡をぬけて富山県で再捕された。

-14-



(調査結巣登載印刷物)

rJH和 55年度さけ・ます資源増大対策中間報告書 (昭和 56年 3月)

昭和 55年度さけ・ます資源増大対策調査後朗報告昔 (昭和56年 9月)

※羽水産漁港謀
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7 湖河性さけ・ます大量培養技術開発事業

木名瀬元夫・佐藤 学

(主旨〉

前年度IL引き続き移殖効果の安定強化を目的lζ早期道卵移入による飼育放流を行い、稚魚

IC関する生物、環境調査及び親魚の回帰K関する調査を行う.

(結果の概要〉

l 沿岸滞泳期放流稚魚の追跡と行動の解析

(1) さけ飼育結果

項目 ¥¥系群 千歳 (皐月 }IIふ化場) 千歳(黒部}IIふ化場)

到着年月日 昭和55年11月25日 昭和55年11月25日

受入数量(千粒) 2，000 1，000 

受入積算温度 「ο 3 9 9.8 oc 3 9 9.8 oc 
飼育水温 ("C) 最高 14.0-最低 5.00C 1I止高 13.7-最低 6.60C

ふ化開始月日 昭和55年12月1日 昭和55年12月4日

ふ化終了月日 昭和55年12月9日 昭和55年12月8日

浮上開始月日 昭和55年12月30日 昭和55年12月29日

餌付開始月日 昭和56年 1月10日 昭和56年1月5日

襟識数量(国 1 7 1，0 0 0 86，000 

標識作業期間 13日 (2/16-3/4) 13日 (2/14-3 /10) 

へい死卵数伴'lli 1 5，0 0 0 5，000 
J¥ 

し、
稚魚へい死数(闇 158，000 85，000 

死
標識魚へい死数毘 29.000 10，000 

へい死総計(周 202.000 100，000 

生残率防) 8 9. 9 9 0.0 
回 次 2 3 4 計 2 計

放
月 日 2月15日2月21日2月27日3月6日 3月6日3月13日

尾 1i コ 計 460 382 403 553 1，798 456 444 900 
流 数 標識魚 60 60 5 1 171 45 4 1 86 

状 (千尾 無標識魚 460 322 343 502 1，62 7 401 403 804 

況
平均体重(g) 0.6 0.6 1.1 1.2 1.6 1.9 

放流河川水温("C) 6.0 6.3 6.6 6.7 5.9 8.4 

沿岸海域水温("C) 9.6 9.6 9.2 9.2 9.2 9.6 

(2) 稚魚の河川降下結果

北海道千歳系サケ早期卵 30 0万粒を移入し、黒部川 18 1万尾、片員川 92万尾の

稚魚の放流を行なった。最終放流を 3月 11自に実施し、次いで、河川内での滞留、次

いで汀線部で地曳ICよる調査を実施した。 i河川内では、目視観察、 トラップ採集を行な

って放流後 20日間で大多数の降海が認められた.汀線部では、 3月中1L3匝の地曳調

査を行なって 818尾の稚魚を採集し、食性、混獲魚種の調査を実施した。

po 



　（3）沿岸滞泳期の追跡結果

　　　河川内の滞留は、最終的には４月に入っても認められ、長期に亘る滞留かおることか　　

確認され、汀線部では４月２３目まで認められた。体長は3.7～4.9（J、体重は0.4～　　

1.1タであった。定置網への人絹は、昨年とほぼ同様の傾向で４月３日～５月２３日ま　　

でに及び、ピークは４月１０日～２０日であった。体長は4.7～8.3㎝、体重で0.6～　　

4.6タと汀帯より成長する傾向にあった。

　　　更にその沖白熊の二隻曳調査の結果は、今年度は、４月２５日、５月７日の採集があ　　

ったのみであるが、５月には、沖合5kmで採捕したもので、4.5㎝、0.6yであった。

2，沿岸海域の環境条件の把握と解析

　ｄ）水　温

　　　汀線域の４月の水温は、9.3で（7.6～10.4℃）で、沖合では、中旬に３０ｍ層ま　　

で９～１ ０°Ｃ合で、下旬になると汀線耶１ ０°Ｃ白、沖合では１１～１２（Ｃまで昇温し、

　　わずかに停滞期の始まりとなる。

　　　６月初句になると、表面は１７～１９℃となり、下層１０～１５ｍで１５℃を越える。

　に2）塩　分

　　　汀線部では、河川水量により、又流向により当然の変動が認められ、期間中の変動は　　

４～３３‰となった。沖合では、おおむね３３‰であった。

　に引　流　動

　　　４月と５月に実施したが、４月では河口附近で渦流となる動きであったか、５月には　　

北への流れが卓越する傾向を示した。

　（41　プランクトン

　　　巨岸２００ｍから６,４００ｍまでの範囲でのプランクトン量は、３月１７０９／�で　　

あったか、４月から６月にかけて、４８０、７２０、８８０．／�と急激な増加の傾向　　

にあった。

（調査結果印刷登載物）

　　潮河性さけ・ますの大量培養技術の開発に関する総合研究　5 6.7　富山水試　　昭和５５年度別枠研究推進会議資柿B）5

6.2　農林水産技術会議事務局
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8 種苗生産試験

武野泰之・土井捷三郎

(目的〉

沿岸における漁業資源の増大を目標K、将来予測される魚種の種苗生産iζ関する基礎研究

を行う。今年度lζおいては、 7 ダイ、ヒラメ、イシダイ、マアジ、クロソイ Kついて、 天然

稚魚から採卵可能な親魚までの養成試験を実施する。

又、漁業者及び関係機関に対する各種増養殖、調査研究指導を行う。

(方法〕

l 養成試験

4月-5月 屋内飼育池 1-20nfコンクリート池使用

6月-10月 屋外 1/ 2-85nf 1/ 

11月-3月 屋内庁 1-20nf J〆

館料は、オキアミ、イカナゴ、イワシ類を使用。

2 指導

要請lζもとづき、現地又は当場lζて実施した。

(試験結果の概要〉

1. 養成試験

(1) "7ダイ、ヒラメ

栽培漁業センタ ーで生産された人工種苗を生産年次別に飼育中 (20 0尾)

(2) イシダイ 6用に滑川沿岸で採集した O及び l才魚を継続飼育中(約 50尾)

(3) マアジ 5月に富山市沿岸で採集した O才魚を飼育したが、栄養障害及び VB欠亡

症等で翌年 3月に全数(約 30尾〕死亡した。

(4) クロソイ 9月に滑川沿岸で採集した推定2才魚を継続飼育中(約 10尾)

2 指導

魚種

1/ 

対 象者

県下市町水産担当者

滑川漁協

富山市科学文化センター

滑川漁協

岩瀬漁協

内
打晶君

佐ヨr

クノレマエビ 中間育成上の注意及び記録のとり方

中間育成指導

海水魚水槽展示l乙関する指導

アワビ幼稚仔保育場の設置について

エビ類、カニ類の生態と加工について

魚類 一 般

アワビ

甲殻類一般

口

6
4
E
i
 



9 放流技術開発事業

土井撞三郎・武野泰之

I 回遊性魚類共同放流実験調査事業

〈目的〕

級培漁業の振興を計るため、過去3ヶ年(マダイ放流技術開発事業)の実積を足掛りとし

て、今年から、マダイ符:苗の大量放流を中心とした実験、調査を日本海中部5県 (秋田、新

制、 i;rilJ、:0)11、福井〉の共同で実施し、人工種苗の分散移動及び漁獲状況を把握する.

(方法〉

本県では、 flli:苗生lネーを栽培漁業センタ ーが担当し、中間育成、追跡調査を当水試で担当す

る、

(1)中間育成

際識装ポー口J能な大きさ(尾又長、 4cm及び8cmサイズ)iζ育てるため、昨年と同様、組

立式浮イカダ施設を用いて行う

(2) 追跡調奇

同l悶育成によって育った 4伺サイズに、ヒレカ y 卜方式、 8ωサイズt亡、アンカータッ

グh-式の標識を装おし、 4cmサイズは、底びき網による試験操業で、 8侃サイズは、漁業

者からの報告にWJす方法で追跡する。

(3) 漁獲実態調査

過去3ヶ年lζ諸般した漁獲統計資料放び市場調査(魚体測定)資料を解折する方法で、

漁業及び漁獲の実態を調査する。

(調査結果の概要〉

(1) 2 5 2，0 0 0尾を仲出しし、 4cmサイズ 15， 8 0 0尾、 8cmサイズ 67， 2 0 0尾をとり

あげた。歩留り 33 ~ちと 、昨年の歩留りと同線の結巣であった。

(2) 標識魚は、放流経過日数、 1日ではまったく摂餌していない。 4-1 1日では、天然魚

と比較して、約 1/2量 尾摂餌していた。

(3) 4 0 cmサイズのマダイの再捕は、少なく、分散移動は明らかIC出来なかった。

(4) 8侃サイズの種苗 24，0 0 0尾を、県内 3ケ所lζ放流した.

(5) 1才魚の再捕 1196、 2才魚の再捕 10 必と、 O才魚より再捕率が高い傾向がみられた。

(6) 氷見では、 53年 6月-54年 12月の間 16 8.0 0 0尾、岩瀬では、 54年6月-12

月の間 13，0 0 0尾の漁獲があった。

〈調査結果登載印刷物〉

昭和 55年度回遊性魚類共同放流実験調査事業報告者 臼本海中部海域マダイ班
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E ヒラメ放流技術開発調査事業

(目的〉

ヒラメを対象に、健全種苗の量産技術開発、放流方法及び適地の解明、放流魚が多数生き

残り、さらに健全に育つための環境及び条件の解明、放流魚が成長して漁獲されるまでの過

程と漁獲実態の抱握などを行う。

(方法〉

種苗生産、中間育成、放流調査及び漁業実態iζ区分して実施する。なお、種苗生産の項は

栽培漁業センターが担当した。

(1)中間育成

2. 3侃サイズの人工種苗を、環境条件を変えたコンクリート池6面で比較飼育し、条件

が成育lζ与える影響を調べるとともに、標識放流用種苗を確保する。

(2) 放流調査

2.0 cmサイズの人工種苗を放流し、放流直後から放流地点を中心に底曳網による試験操

業を行う。また 8ωサイズの種苗lζアンカータグ方式の標識を装着して放流追跡する。

(3) 漁業実態

漁獲物調査として主要市場での標本測定と市場日誌、操業日誌及び漁獲統計資料を解折

する。

(結果の要約〉

(1 )中間育成

2. 3侃サイズのヒラメ 65.0 0 0尾を用いて行ったが、摂餌生態lζ合致した餌料系列を

確立する乙とが出来ず、1.9 -6. 2 %の低歩留り~C::終った。

色素異常個体は、中間育成によって、有限側異常については正常に回復するが、無眼側

については、異常個体が増加する傾向にあった。

(2) 放流調査

モデノレ海域において、1.9伺サイズの種苗11 4.0 0 0尾放流して追跡したが、 天然群

と異ったモードとなって再捕されるものの、分散移動、減耗等を明らかにするまでには至

らなかっTこ。

1 0月と 11月1C::3，3 6 9尾のヒラメをアンカータッグ装着方式で放流したが、その再

捕は 13尾 (0.38予約であり、分散は過去に実施した天然ヒラメと同様な傾向を示した。

(3) 漁業実態

富山県における漁獲量は、平均 148トンで近年減少傾向を示した。冬期間の漁獲が多

く、その主群は、 40ω未満魚であった。

(調査結果登載印刷物〉

昭和 55年度放流技術開発事業報告書 ヒラメ班

nu 
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10 水産加工技術試験

シラエピの利用について

川崎賢一・宮崎統五

(目的〉

富山湾特産であるシラエビの新しい加工法及び流通法を検討するため、オキアミ脱殻機を

用いてシラエビむき身を製造し、その生むき身を流通するための基礎試験として、その保存

則聞を検討した。

〈方法〉

1.試 料(1) 2 2
0

C及び 5.C保存試験料

1 980年9月1日岩瀬港lζて水揚げされたシラエビ20 kgを水揚

げ約2時間後lζオキアミ脱殻機にて脱殻し、そのむき身を試料とした。

(2) -3
0

C保存試験試料

1 9 8 0年9月9日岩瀬港lζて水揚げされたシラエビ6.3kgを水錫

げ約2時間後20分間流水にさらした後、上記同綴脱殻し、そのむき

身を試料とした。

※ 試料(1Hζついては、 220C恒温室及び 5.C恒温室に、又、試料(2)は、

アイスボックス IUJ<を入れ食塩で-30CIζ調整し、 50Cの恒温室lζて

保存した。保存した試料は、直接水及び外気lとふれないようにラップ

で密封した。

2 オキアミ脱殻機

日本水産株式会社にて開発された試作第 l号機を用い、実験lζ供した。

3. p H: 潰肉 10 9 IC蒸留水 10 泌を加え、ホモシナイザーで撹梓後、日立堀場

ガラス、電極pHメータ一、 7-SSII型iζて測定した。

4 水 分: 乾燥器中 11 0 -1 2 OOC、2時間乾燥後重量を測定したの

5. V B-N: 微量拡散法(コンウェイ氏法)により測定した。

6. K 値: 筋肉を常法lζより 1O. 5 %過塩素酸で抽出、苛性カリで中和し、抽出中

和液の 1部をK値迅速測定法lζて測定した。

7 生菌数: 標準寒天平板培養法lとより、 37 Oc 4 8時間培養後の菌数から算定した。

(試験結果の要約〉

オキアミ脱殻機を用いて富山湾特産シラエビを脱殻し、オキアミむき身とシラエビむき身

の収量を比較した結果、オキアミむき身より歩留りの点で優れた結果を得た。

唱
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次lζ、シラエビむき身の保存期聞を検討した結果、

2 20C![て生むきを保存した場合、 24時間以内に腐敗した。

50C![て保存した場合、生むき身として販売可能日数は、最高 3日間と考えられた。

-3
0

C保存の場合、 5
0

CIζ比べ倍以上の 7日間むき身として販売可能であった。

(試験結果登載印刷物〉

水産物の利用lζ関する共同研究(第 21集 第28回 日本海水産物利用担当者会議報告

昭和 55年9月) 1 5ぺージ-24ページ

水産物利用加工試験研究全国連絡会議資料(昭和 56年度) 6 8ぺージ-71ページ

円
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11 富山湾水質環境調査

I 魚類養殖場の水質環境調査

岡本勇次・川崎賢一

〈目的〉

富山湾においてハマチ、 7 ダイ等の養殖漁場として脚光をあびつつある氷見市字波地先で

昭和 52年から行っているマダイ種苗の中間育成場(試験放流用)をモデノレKして、一昨年

度は底質環境調査を行い、本年度は水質環境調査を実施した。

(方法〉

(1) 調査回数及び調査年月日

第 l回 昭和 55年 6月30日

第 2回 1/ 7月30日

第 3回 11 9月 2日

(2) 調査定点 氷見市字波地先の定点で調査を実施した。

(3) 調査方法 地元のハマチ養鑓業者の漁船に乗船し、マダイ中間育成生賛の内と外に 1

lJ..づっ定点を定め、正ドー賛の内では表Jfiiから 5仇屑まで、外では表層から10

mJt'1まで 1m屑どとに射場KてSTメーターで水温、塩分を、流向流速計

で流向を測定し、pH、DO、COD、濁度については表層、2、5、10

m屈をエク 7 ンの採水器で採水し、当場K持ち帰り分析を行った。また、

水色、透明度も合わせて現場で測定した。

(4) 調査項目及び測定分析方法

ア J.K温 表層は律状水銀温度計による。

1 -1 0 r凡層は ELECTRONIC SWITCHGEAR 

4士 SALINITY TEMPERATURE BRIDGE 

M. C 5型 (STメーター〉による。

イ 塩分 上記 STメーターによる。

ウ流向 、
| 流向流速計(東邦電探CM-2SA型)による。

エ 流速 J

オ p H 

カ D 0 

キ COD

ク濁度

ケポ色

コ 透明度

目立一堀場 pHメータ-F.7型による。

ウインクラ一法のアジ化ナ トリ ウム変法による.

水質汚濁調査指針のアjレカリ法による。

日本精密積分球式濁計SEP-PTー201型による。

フォーレルの水色計による。

セソキ一板による。

。J
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サ 連続水温 ライアン温度記録計による。

(調査結果の要約〉

(1) 富山湾におけるマダイ中間育成場の水質環境調査を行なうため、中間育成JDJ間中 (6月

3 0日-9月8日)Iζ月l回計3回、生賛の内と外の 2定点において、水温、塩分、流向

流速、pH、DO、COD、濁度、水色、透明度を調査した。また、ライアン温度計によ

る連続水温も合わせて測定した。

(2) 水温の変化は、調査期間中の8月中旬IC最高水温 (28.2 OC)を示し、7月中旬に最低

水温 cl9.5 OC)を記録した。

(3) 塩分、COD、濁度の変動は、天候、海況の影響を強く受けて変化する乙とがうかがわ

れる。

(4) p H については、ほとんど変化が見受けられなかった。

(5) DOの変動は、第2回の調査で、 表面でかなりの流速があるにもかかわらず、飽和度

5 8.75ぢという低値を示した。乙れについては不明であったっ

(6) 濁度の変化は、 2仇層以深においてはほとんどない。

(7) 生賃周辺の水質環境Kついて総体的K考察すると、天候の悪化により字波川から一時的

lζ影響を受けるととがあり、養殖場としては、かなり変化のある海域と思われる。

(調査結果登載印刷物〉

第 13回北部日本海ブロック水試水質研究会資料

富山湾における魚類養殖湯の水質環境Kついて

組
斗
4

n，
L
 



H 漁業公害調査指導事業

岡本勇次・川崎賢一

(目的〉

富山湾沿岸における定置漁場の水質環境について現況を把握し、もって汚濁監視のための

資料を得る。(国庫補助 1/2) 

〈方 法〉

(1)保水点宮崎~字波の定直漁場の 25点と河川前の 3点計 28点

(2) 採水方法表 庖(原則として〉

(3) 調査項目 天候、風向、風力、波浪、うねり、流向、採水時問、水温、漁獲量

(4)分析項目 pH、塩分、濁度、 COD

(5) 調査回数 5 5年4月-5 6年 3月 計 12回 (8月欠測、 7月2回調査〉

〈調査結果の要約〉

昭和 55年 4月から昭和 56年3月まで、湾内定i宣漁湯を中心lζ 28点について、 i海況、

7kilrrl、 pH、続分、濁度、CODの調杏を行った。

表j凶水の分析項目月IJの長一大値、技小値は、 pH 8.7 -7. 0 、塩分34. 0 6施。-O. 4 1施。、

濁度 12 8.5 p pm-O. 0 p pm、C0 D 5. 7 p pm -0 3 p pmであった。

又、平均値の幅は pH 8. 4 -7. 2、塩分 33. 2 5施。-2. 2 0施。、濁度 19. 6 p pm -O. 8 

ppm、C0 D 3. 7 p pm -O. 8 p pmの範囲であった。

水質の有機汚染の指棋と考ーえられる CODを利用して、過去 10ヶ年の平均値と 55年度

の平均値との比絞、46年度-50年度の前月]5ヶ年間の平均値と 51年度から 55年度の

後JOJ5ヶ年の半均値の比較及び後期5ヶ年間と 55年度の平均値の比較を行ない、水質の浄

化について考察した。

その結果、最近5ヶ年では、水質の浄化は鈍化する傾向が認められた。 55年度に発生し

た赤潮は天候不11民と冷夏のため、昨年の 13固に比べ大巾に減少し、わずか4回の発生であ

った。その発生生物は、ほとんど珪藻であった。

〈調査結果登載印制物〉

昭和 55年度漁業公害調査指導事業調査報告書
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E 公共用水域水質測定調査

川崎賢一・岡本勇次

(目的〉

水質汚濁防止法第 16条の規定に基づき、富山県の区域K_属する公共用水域(富山湾)の

水質汚濁状況を常時監視するために行なう水質測定で、県公害対策課の委託lζより採水及び

生活環境項目の分析を行なう。

(調査海域及び調査方法〉

小矢部川河口海域

神通川河口海域

その他の地先海域

計 25点

(測定回数〉

小矢部川 ・神通川河口海域 毎月 1回

その他の地先海域 ~ ~ ~ & 1 Q 1 1月

計 12回

計 6回

(測定項目〉

天候、風向、風力、波浪、ウネリ 、水質、pH、DO、COD

(調査方法〉

各調査点で 0_5、2_0 m層を採水し、 DO固定等を行ない、試水を当場iζ持ち帰り、 pH

DO 、COD、の分析に供する。

又、油分、大腸菌用試水等も同時に採水し、公害対策課及び公害センターにより搬出され

る。

(取りまとめ〉

毎月、測定データーを県公害対策課へ報告する。
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12　　赤　潮　等　対　策　事　業

宮　崎　統　五

昭和５５年度に発生した赤潮の概要について

　　昭和５５年度に発生した右側について、漁業公害調査指導事業の調査や赤潮発生状況把握　

詞]渥等の枯生より、その発生状況及び発生海域を表－１及び図１～４に示した。

　　年年度の刊本試で確認した赤側発生回数は４回で、発生延日数も２２日間であったか、こ　

れは５４年度の１３圓、延８０日と比べ大幅に減少した。

　　今年度の天候は、６月の梅雨ﾙ]か例年と比べ大きな変化は見られなかったものの、その後　

天候が不安定で、７月は晴、快晴か５日、曇及び雨か２６日、８月は、晴、快晴か８日、曇　

雨が２３臼、９月は晴、快晴が１３日、曇及び両部１７日であった。(気象庁資料:北日本　

新聞より抜粋)

　　このことからも、本年度は日照星の低下、海水温の低ﾄﾞ等が赤潮発生回数の減少へつなが　

ったちのと考えられる。

良一１　昭印55年度言言発生状況と赤潮生物

�発生期間 �水温岫�ｐＨ �ＤＯ（ｐｐｍｊ �生　　物　　濃　　度

１

２

３

４ �６月５口～　６月８目６月12目～　６月16目７月１日～　７月９目９月４日～　９月６目�２

３．２　Ｓ２

５．５２

１．２　Ｓ２圭１�８．４６　Ｓ８．８８８．７４　Ｓ８．９８８．４０　Ｓ８．６８�１

１．３６　　Ｓ１２．１８�Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ

ｓｐｐ， ２４×１０３－Ｌ６×１０５-Ｓｋｅｌｅｔｏｎｅｍａ

ｃｏｓｔａｔｕｍ　０．８－５．４×１０３　鞭毛藻類　　　　　　0.0－2.5×103Chaetoceros

spμ5.5×104－1.7×105Skeletonema

costatum0.8XI03－1.5〉く1�-　　　　　　　　　　　　/　鞭毛藻類　　　　　０．２－７．６×１０３Ｒｈｉｚｏｓｏｌｅｎｉａ

ｓｐ。２．６－３４×１ ０
４こここ匹‾spp。　33－6.0×103Skeletonema

costatum拍一朗×川3

�����　鞭毛藻類　　　　　２．８－７．５×１０３

Ｃｈａｅｔｏｃｅｒｏｓ ｓｐｐ， １．８×１０３－２．９×１０４Ｓｋｅｌｅｔｏｎｍｌａ

ｃｏｓｔａｔｕｍ５．１〉ぐｔ０３－１．４×１�Ｒｈｉｚｏｓｏｌｅｎｉａ

ｓｐ。０．２－１．８×１０３Ｎｉｔｚｓｃｈｉａ

ｃｆ ｄｅｌｉｃａｔｉｓｓｉｍａ　　　　　　　　　　　　　　　０．２－１．３〉く１０３Ａｓｔｅｒｉｏｎｅｌｌａ　ｊａｐｏｎｉｃａ０．０－１．５×１０３

－２７－
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(昭和 55 年度赤潮の概要〉

発生期間

赤潮生物

発生海域

s{:l拘]5 5年6月5日-6月8日
珪藻類、鞭毛藻類

終回~宮崎

4一一一一一一ァーァ一一一一一一-
p〆〆/

;:.Itし、亦i羽fuj域

ll川11

図 l

発生期間

赤潮生物

発生i海域

昭和 55年 6月 12日-6月 16 II 
珪濠類、鞭毛藻類

岩瀬~生地

r，'，ij fヨ

入善

氷見
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〈昭和 55 年度 赤潮の概要〉

先生WJHjJ
亦槻l生物

発生海域

1111如 55 {手7月l汀-7月9fl 

珪藻瓶、鞭毛藻類

新湊~魚津

一一j
一

見

自i判

図 3

発生均l間

赤沖yjLド物

発生海域

昭和 55年 9月 41:3-9月6口
珪藻類

市山湾*部

ずE11 M械の時間|

図 4
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13 魚病対策事業

宮崎統五

l 魚病対策指導

昭和 55年4月1日より昭和 56年 3月31日までの聞に、当Jl<.試で行ったfht病の診察、

検査及び治療指導は、 46件であった。下にその概要を報告する。

魚種 病名及び症状 原 因 牛数

イワナ -全身性の水腫 慢性的な低酸素水で飼育されていたためと

思われる。

-セ ッソウ病 A巴romonas salmonicida感染 2 

-細菌性エラ病 粘液細菌のエラ粘膜への感染

ニジ 7 ス .Il丑~ (Infect ious IHNウィノレス似必染 3 

Hematopoletlc 

Nec r 0 s 1 s) 

-表皮え死 不明 2 

ヤマメ -原虫性エラ病 エラ粘膜への繊毛虫類の羽生

-ビプリオ病 Vibrio anguillarum の感染

-セ ッソウ病 .A:. salmonicidaの感染

-貧血痕 不 明

サ ケ -セ ッソウ病 A. salmonicidaの感染

-細菌性エラ病 粘液細菌のエラへの感染

• BKD (Ba c t e r i a 1 Corynebacterium属〈未同定)

ギンザケ kidney Disease) 細閣の感染

-眼球え死症 不明

nu 

内
ぺ
U



魚種 病名投び症状 原 因 件数

コ イ -主主傷病(穴あき病) A. salmonicida様菌の感染によるとさ 5 

れている。

-エラ グサレ病 Flexibactor属細菌のエラへの感染 2 

金 魚、 -エラ グサレ病 FI e x i b a c t 0 r属のエラへの感染 2 

スッポン -ムコーJレ症 Mu c 0 1属真菌の寄生 2 

-表皮え死 不明 3 

-エ ロモナス病 Aeromonas hydrophila感染

.0肉頭部炎症 不 砂i

-肝障害 不 明

-表皮水痘症(仮f:J;) 不 明 l 

ハマチ -類結節症 pasteur巴11a 

plscicida 感染

-特徴的な症状のないまま Vi tamln B 1 欠乏 2 

狂奔、発死する。

マタイ -眼球えタE 立いの背ビレの Spineによって水晶体K傷

がつき、白内障を起したもの

-脂肪過多 多脂肪餌料投与

ゲンゲ -皮内lζ多数の白点を有する 粘液胞子虫が皮下lζ シス トを形成したもの 5 

(天然魚、)

計

46件

2 小矢部川水系に生息するオオクチパスMicropterus Salmoide sについて

オオクチパス(プラックパス〉は、アメリカ大陸原産の魚で、ゲームフィッシュとして有

名である他、魚食魚としても知られている。 ζのオオクチノイスが小矢部川に生息するという

情報がもたらされたので、聞きとり調査を行った。その概要を報告する。

なお、乙の調査をすすめるにあたり、福岡町養鯉センタ ー技締 谷内 則之氏より多大の

協力を得た。ζζiζ深く感謝する。

1
i
 

η
J
 



昭和 55年度中Kは21尾のオオクチパスが採捕され、その地点を図 1IL:示した。チ撫ダ

ム及び桜ケ池とその周辺の 4尾は、遊漁者の釣りによって採捕されたものであった。小矢部

川本流の 15尾は、三日市、五位庄、両堰提下でアユ投網により係捕されており、 ζζ 』ζ滞

留するアユ等の小魚をねらっていたものか、もしくは、湖上行動中だったものと恩われる。

他の 2尾は、山玉川及び岸渡川lζ流入する用水で採捕されており、本魚は、条件が良ければ

支流の奥深くまで侵入する乙とを示唆している。

オオクチパスが小矢部川に生息するようになった原因は、現在のととろ確定できないが、

遊漁者等が、人為的な放流した結果によるものと推測される。特lζ子扱!!ダムは、下流からの

湖上がほとんど不可能なので、乙のダムは、オオクチパス放流の 1地点と断定してよいと恩

われる。

オオクチパスの食性については、現在、岐阜、山梨、神奈川、千葉、栃木、福島、群馬県

.1) 
及び東京都で検討されているか、それによると絶対的な魚食魚とは言えず、魚類の他lζ甲殻

類、水生昆虫等も捕食すると言われている。その食物割合は、生息する環境により、大分差

が見られるとの乙とである。

今後、更に小矢部川のオオクチパスについて検討を進める予定であるが、特iζ再生産の有

無及びアユの食害については重要な問題であると考えられる。

参考資料

1 ) 第 54回 全国湖沼河川養研究会提出資料
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３　富山県のスツポンＴｒｉｏｎｙｘ　ｓｉｎｅｎｓｉｓの養殖
　　　　　　　　　一一
　　近年、米の生産調整に伴う減反政策により、休耕田を利用した水産勤物の養殖に目が|司け　

られている。

　　富山県内においては、ドジョウ、タニシ等の養殖がわずかに試みられているが、飼育技術、

　販売流通等の問題か多く、成功には至っていない。最近スッポンの高価格（2,500～3,000　

円/k9）に目をつけた業者から、スッポンの養殖技術についての問合せが多くなっている。

　　スッポンは現在主に静岡、広島、岡山、九州各県及び沖縄で養殖され、年間１７０ｔ（昭　

和４９年）の生産であるが、いずれも雪のほとんど降らない温暖な地方で行われている。

　　本県におけるスッポン養殖は、現在、化学工場の温排水を利用した１業体かおるにすぎな　

い。約３ケ月間の積雪期のある本県において、粗放的無加湿養殖の可能性を探るため、昭和　

５５年度より当水試においてスッポン無加温飼育試験を開始したので、その経過の概要を報　

告する。

（材料及び方法）

　　1.供試亀;　　昭和５５年６月１６日大分県の養亀業者より、生後８～１０ケ月の幼亀　　　　　　　　　

２５頭（平均１ ８８ 幻を購入し、試験に供した。

　　2.飼育他;　　図１に示した他の底に１０～２０㎝の砂を敷き、水深を５０㎝に調節し　　　　　　　　

止水とした。

　　3.飼　　育;　給餌は６月～１０月まで１目１回２％（｀‰ｗ）ウナギ用配合餌料を与え　　　　　　　　　

た。１０月より冬眠に入り、無給餌のまま、雄は屋外他、雌は屋内他に　　　　　　　　　

収容し、昭和５６年５月まで放置した。

　　4.体重測定:　　昭和５５年６月１６日、７月２８日、１０月１６日、及び昭和５６年５　　　　　　　　　

月１１目に全個体を取り上げ、秤量した。

　　　　　　　　　秤量後４～５日間エサ喰いの低下が見られた。

（結果及ぴ考察）

　　飼育試験結果を図２に示した。収容時６月１６日の体重が、最高２９７夕、最低１３ ０ジ　平均１８８ダだったスッポンは、４ケ月後１０月１６日に最高４９５夕、最低２２５夕、平

　均３２９ｙとなり、平均１ ７５％の体重増加をみた。この結果、増肉係数（竺竺とL万万T7）　は4.6であった。

　　育成中に成長差が大きくなる傾向かおり、最高と最低の体重差か６月で１６７ｙだったの　

に対し、１０月には２５０タの体重差か生じた。特に雄は成長か速く、平均３９６タに対し　

雌は平均３００ｙであった。これは大型個体がエサを占有する事か多いためと考えられ、営　

業的な養殖をする場合、選別をひんぱんに行なわないと、製品の大きさをコントロールする　

事は困難であろうと思われる。

　　冬眼中は雄２頭、雌２頭か艶死した。冬眠によって平均５６タ（１７％）の体重減少か起　

り、平均体重２７３ｙとなった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　－３４－



　遂の瞥見は、縦穴による圧死もしくは冬眠中の生理障害によるものと思われるが、冬眠あ

けの雌の瞭死については、原因は不明である。川崎ら1）は、越冬期あけに雌が大量に死ぬ

例を報告し、原囚は不明であるが、抱卵による体力低下が関述しているとした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　一般にスッボンの収容密度については、仔亀（１０ダ未満）で１０～３０頭／ぜ、中型亀　

（１ ００～３００則で１～２顛／ぜ、大型亀で0.3～0.5頭といわれているが、大分水試の試験結果では飼育条件が良ければ、この倍以上の収容密度か可能であり、生長も良い。

　（川崎　私信）

　本県の飼育試験は、1.7社員／�で試みたが、今後真皮密度飼育試験か必要であろう。図３

に富山水試の平均休電推移、及び石崎2）の飼育試験の比較を示した。スッポンの加温養殖

は無加湿養殖に比べきわめて速い成長を可能にし、成長至適温度は２７～３ ０°Ｃと考えられる。石崎の資料によれば、加湿養殖で１年６ケ月、無加湿で３年３ケ月で５００～７００ダの製品サイズになるとしており、今回の試験の結果、無加湿で３年以上で製品サイズとなる見とおしを得た。加湿養殖の場合、日数経過に伴って生長率が上り、体重か１

５０～２００ｙを超える頃から急生長を示すが、無加湿の場合、生後３年を経て同程度の体重になる夏季に、急速な成長かおる。従って富山県内におけるスッポン養殖は、

　1.早期産卵をうながしＯ目湿、電照、ホルモン等の処理を行い）フ化仔亀を６月～１０　　

リの即伺にできるだけ牛長させる巾し

　２　温室等を用い、可能な限り長期間、高水温を保づ聯により、生長を促進する事。

　　が必要と思われる。

　この試験は、昭和５６年度も継続する。

参考文献

　　１）石崎　昭二: ７ッポン養殖入門、養殖ｖｏ１．１４－５～１ ４－８， １９７７緑書房

２）　昭和５０年度指定調査研究総合肋成事業

　　　病害研究報告書（スッポン）；大分県内水面漁業試験場

３５

万

！

｜

ｉ

ｉ

ｌ



ぺIIIW’

サ
長

　ド

0.5m

工



｜

（〔こ

し
の

｜ｉ

'
苛

ｌｌ

C
T
）

－“ＬＩ“―ｌｉｋ

c
x
a

→ＥＩ　　　ＩＩ　　ＯＩ

C
y
l

C
£
）

Ｉ

昧諮濤垣匯厦　Ｑ図

し
－

Q
二
）

(
⊃

こつ↑

〔）（）宍

（〕（）ｍ

（〕こマ

（）こ心

（谷　言言ご

３
７



-

⊇コ

－

ご

９　　ｆ　９　９　Ｐ　Ｅ　ａ　　Ｉ　ＺＩi
^
¬
←

ご
←

C
I

C
X
⊃

じ
ヽ
ヽ

9　9　t7　S　J　　l　gI　II　OI　6

の図

（〕（）｛

００ｇ

（）（）四

こ〔）マ

（）〔）心

ごこ四

（〕（｝Ｅ

００８

こ　谷オ）

-

３
８



14 温排水利用養魚試験

木名瀬元夫

(目的〉

富山新港火力発電所から排出される温排水の有効利用を図るため、前年度lζ引き続き、北

陀電力側、富山共同火力側と共同研究を行なう。

〈方法〉

第7回温排水利用委員会(昭和 55年 4月24日〉で承認された研究計画に基づき、富山

新港火力発電所内の温排水利用水産研究センターにおいて実施した。

〈試験結果の概要〉

l. IJ見排水飼育池の月平均水温変動は、 4月 14.5 oc、8月26.0 Oc、3月 16.7 Ocであり、

例年に比較し、やや低温であった。

2 クJレ7 エビ中間育成は、第 l回6月 17日、 40.0 0 0尾 (201l1Jl!、 0.08 g)を飼育

した結w:、 7月 18日14. 0 0 0尼 (39111J1!、 0.3 2 g)を、又、第2回 8月 12日、

40，000尼 C15111J1!、 0.03 g)を飼育した結果、8月 27日、 23， 5 0 0尾 (3l111J1! 

O. 1 6 g)をそれぞれ塙岡地先K放流した。

3. マダイ親魚養成は、例年どおりマダイ親魚の早期熟成、採卵をめざして通年育成を実施

し、 4月29日-5月 27日に 900万粒採卵し、県栽培漁業センターの種苗生産試験K

{.l~した。

しかしながら、その後冬期に飼育水質の感化が起り大量発死をしたため、56年2月よ

り新たに親魚 (35-54側、 650-750n 100尼の飼育を実施している。

4 ハ7 チ中間育成は、 54年度lζ引き続き飼育しているハマチにおいて、 3月に 38. 5 cm 

900 gであったものが、 7月には 46.5 -5 2.0側、 1，3 0 0 -1， 5 5 0 gと好成長を

示した。

5 ヒラメの通年養成は、 56年2月lζ 17.5 cm、 72 gのものが、 56年 4月1<::.3 0.0 cm 

3 0 0 g にまで成長したが、 4 月中旬 1<::.水質 :~化により大量発死した。

6. その他、パイについて温排水と冷海水Kよる成長比較試験を実飽したが、55年 9月に

5剛、 0.1gであったものが、 56年 5月で 24師、 2.4gと差異に生じなかった。

-3 9← 



15 組織的調査研究活動推進事業

今村明

〈目的〉

行政 ・研究の阿部門からなる調査研究活動チームを編成しで、活動対象地域を選定(伺川

市)し、当該地域の水産振興上の問題点を摘出し、その改善策を策定するとともに、その解

決のため調査研究活動を行なう 。 (昭和 54年-5 5年の2ヶ年計l珂)

〈実施状況〉

l 滑川市の漁業実態及び関係資料の収集

経営体数、漁船隻数、漁業種類別魚種別漁獲量、種苗放流等の実績、定置漁業の歴史的

推移等の資料を収集 し、 整理した。 また、漁業者聞き取調資を実施したっ

2 調査研究活動チームの協議

6月 活動チーム編成再縫認

7月 滑川市水産業仮興策打合せ

8月 滑川市少年少女l乙漁業iζ対する意見を聞く

1 2月 活動調整組織に意見具伸

3月 指導内容具体案協議

指導内容確立のため水産庁と協議

(調査結果の視要〉

i滑川地先における漁業は、他地域にあまり例をみないホタルイカ漁が漁場を独占し、それ

がある程度安定しているため、その他の漁業は歴史的経過のなかで、ぜい肉を溶とし、安定

経営への適正化が強制され、意欲的な漁業者気質が失われ、生産の停滞をみるようにな った。

したがって、多くの問題点があったlともかかわらず、残された最終的な案件を解決するた

めには、乙の漁業者気質を配慮した地先漁場利用開発がなし、かぎり、今後の進展はないであ

ろう。

〈調査結果登載印刷物〉

指定調査研究総合助成事業組織的調査研究推進事業報告書 (昭和 56年4月)
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16 卵稚仔魚群分布精密調査委託事業

松坂常弘・内山 勇

〈目的〉

日本海における多控性浮魚類(アジ、サパ、イワシ類等)の卵稚仔の分布lζ関する情報を

定期的lζfE.握し、資源変動を予測するための基礎資料を得る。また日本海スルメ イカの冬季

発生群を対朱として、卵椎仔分布調査を実施し、その産卵生態及び稚仔の分布状況等を明ら

かICし、併せて資源変動lζ係る惹礎資料を収集しようとするものである。

(方法〉

水産庁の定める「卵維仔 ・魚群分布精密調査指針JKもとづき実施した。

(実施状況〉

(1) 若本調査(沿岸定線=一7線)

調査年月日 調査員 観測項目 使用船舶 備考

5 5 5.7- 5 9 内山 勇 浮魚類卵稚仔調査 立 LlI 丸

5 5 6.7- 6. 1 0 ノ〆 λF 〆/ 報事業と

5 5 9. 6 - 9. 1 0 f〆 スノレメイカ卵碓仔調子日 〆f 共同実施

5 5.1 0.6 -1 0 8 11 11 〆./ 20点

(2) 特定調査(宮山湾)

調査年月日 調査員 観測項目 使用船舶 備考

5 5. 1 2. 8 -1 2. 1 1 松坂 常弘 NORPACNET 立 山丸 2 7 ，点

5 6. 3.9- 3. 1 2 ノノ 80cmRINGNET 〆'/ 11 

⑮ NET 

海洋観測

〈調査結果の概要〉

1) 基本調査で採集した卵稚仔の月別の出現個体数は以下のとおりである。

卵稚仔月別・魚種別出現個体数

|魚工¥¥¥ゴ
5 6 9 1 0 

卵 6 9 O O 
て7 イ ワ シ

稚仔 O 7 O O 

Jis O 6 7 1 1 
カタクチイワシ

権仔 O l 1 4 1 2 
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二与¥¥¥と 5 6 9 1 0 

卵 一
スノレメ イ カ

稚仔 O O 4 

モ ドキ不
卵 2 9 4 1 2 O 

ホタノレイカ
稚仔 O 1 2 

卵 1 9 3 6 206 5 2 
キ ウリ エ ソ

稚仔 O 5 1 0 7 3 7 

イ也
卵

そ の
陣仔 5 

※ 7 アジ、 マサパ、 ウルメイワシは出現せず

2) 特定調査による採集標本は、日本海区水産研究所あて送付し、同所で同定し、計測さ

れている。

〈調査結果登載印刷物〉

「昭和 55年度卵稚仔魚群分布精密調査結果」日水研編

円己
必
斗
・



17 ベニズワイの鮮度保持に関する研究調査

今村 明・川崎賢一・宮崎統五

〈目的〉

11本向におけるべニズワイ漁業の動向を把援 し、FE地から消費者までの流通経路における

鮮度変質訓11'を行ない、ベニズワイ 1[1刻する鮮度保持からみた流通にかかる問題点を摘出し

ようとするものである。なお、当調子tは指定調任研究総合助成事業と して昭和55年-5 6 

イ1:の2ケイドJtv1ljでx胞しているものである O

〈方法及び実施状況〉

1. i1.(!;$実態白料収集調子工

け本向。IIJ各以の，11'IIJ隻数、t漁業隻数、漁獲量、努力量の資料を収集し、整理する。

2 昨度変質制1'i'

第 11111日の追跡調子f

品世代項目

!:H 2["1日の迫跡調子主

訓 子仁 川 [1 

3 路 1-姿ルり'丈態，iJ，'，jff. 

O{1和 55年 11月 11日- 1 2日

PH、水分員、VB-N、K値、生前数

昭和 55年 12月22口-24日

?ii 1回目 K閉じ

IIUi 8号線における路上姿売り庖を縫認する|片jき取り調ft

制脊 11 1I{1和 56 'y: 3月26日-2 711 

〈調査結果の概要〕

1 日本向におけるべニズワ イ漁獲量は、昭和 53年3万7千 トン、 54年3万5千 トンと

1 0年前lζ比べ、約4倍lζ急地している。乙れは、西部海域における大型船の漁獲努力量

の増大と対応している。

2. 富山以における7.kii{物の需給は、県内産 22. 1 96、県外産 77. 1第、自給又は市場外流

通 0.896となっており、本県は県外依存型とな っている。

3 ベニズワイの鮮度変質を PH、水分量、VB-N、K値、生菌数で見る限り、現在の流

通経路で消貸されるまでには問題がなかったハただ、今回の試料の分析結果と以前の文献

データと比較して水分が多く 、ペニズワイ資質の低下が情摘された。

4. 国道 8号線における路上姿光りは、能生漁港付近を中心として合言十84庖が確認され、

その消貸量は相当量にのぼるものと恩われた。

(調査結果登載印刷物〉

ORffl55年度指定調査研究総合助成事業報告占 (ゼロ yクス版〉
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昭和 55年度職員 ・予算等

1 職員現員数 S 5 6. 3. 3 1到在

区 分 庶務課 漁業資源課 立山丸 利用増殖諜 はやっき

場 長

次 長

課 長
1 (事務取扱

船長 . 機関長 2 2 

主 任

主任研究員 ・研究員 4 4 7 

技 . 単 労 2 8 

計 5 5 1 4 8 3 
i仁h3、 計 3 5 

2 職員の配置 S 5 6. 3.3 1現在

課 名 職 名 氏 名 備 考

場 長 浜谷辰為

次 長 宮田重夫

課長(事務取扱) 宮 田 重夫

庶務課
主 任 畑中和江

技 士 浦田文男

助 手 北線雄也

謀 長 今村 明

主任研究員 湯 口能生男

11 松坂常弘

研 1G し 員 辻谷三郎

11 内 山 勇

立山丸船 長 浦本 己之重

11 機関長 池田 時夫

漁業資源課 11 主任研究員 金谷 鶴 作

〆/ ノノ 相川 栄 松

〆'1 11 中 島信行

11 研究員 田 中 孝 世

11 11 西浦 正

11 技 士 新タ 寅信

〆〆 11 掲 切 忠行

11 11 谷井富 造
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名 職 名 氏 名 備 考

立山丸甲板手 大橋一夫

〆ノ f〆 松平一昭

〆〆 〆〆 西浦富幸

11 " 油谷外喜雄

J米 長 イミ名瀬元夫

主任研究員 佐藤 学

〆r )11 崎賢一

百月 qプヤLマ 員 土井捷三郎

〆ノ 間本勇 次

利用増殖謀 〆/ 宮崎統五

〆ノ 式野泰之

/〆 若林 洋 (栽培漁業センタ ー兼務〕

はやっき主任研究員 寺 1凋 広

〆〆 機関長 新川文夫

11 甲板手 津井一彦

5 昭和 55年度予算

オ工 業 名 予算額(開) {1m コ~

水 vr よ式 毎食 j易 費 1 5.665 

漁業調査船立山丸経常費 1 8，902 

{魚、 i品 52 境 調査船経常 費 5，3 0 1 

i.(f! 向 7兄 予 報 ギ 業 賛 3.070 補 1，535

沿 岸 在自 i兄 観 aVJ 31 業 t~ 2.952 

メ亡L3 漁 士易 開 発 事 業 費 1 0，285 

ホ タ Jレ イ カ 生態 調査 貨 2，400 補 1，200

200カイリ水域内漁業資ilJ;t調査委託事業費 2，4 7 6 委 2，476

さ け . ま す 増 庖調査 費 12，000 補 6，000

i朔河性さけ ・ます大量培養技術開発詑 1，207 委 1，207

種苗生産及び浅海増殖調査貨 3，6 7 8 

放 流 技 {将 開 発 事 業 賀 1 5，45 6 補 7，728

水 産 JJn 工 技 術 試 験 費 772 
r畠c， 山 湾水 質環境調査 費 689 

赤 i'Ï~ 等 対 策 調 査 iS: 689 

魚 病 対 策 tfJ. 1，282 

温 ~F 7.k 主主 魚 試 験 詑 313 

組織的調査研究活動推進事業岱 1，200 補 600

卵椎仔魚群分布精密調査委託事業費 4，0 2 3 委 4，023

ペニズワイの鮮度保持tL関する研究調査費 1，600 補 800

計 1 03，960 
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